
第５学年 理科の実践 
 

１ 単元名 「もののとけ方」（全 14時間 本時 12時間目） 

 

２ 単元目標 

 

いろいろなものを水に溶かして見いだした問題について、興味・関心をもって追究し、ものの溶ける量を水の量

や温度などの条件に目を向けて調べたり、ものを水に溶かしたときの全体の重さを調べたりする活動を通して、

ものが水に溶けるときの規則性についての考えをもつことができるようにする。 

 

３  ひびきあう三の丸の子どもたちをめざすための指導の工夫  

 

    ＜聴く・話すについての指導＞ 

聴くという点については、４月から課題を感じている。自分が話すことは好きだが、友だちの話に耳を傾ける気持ち

に欠けていることも多い。聴くということについては、クラスの目標の中の１つに入っている。これは児童が自分たち

で決めた目標であり、課題意識としてはしっかりと持てている。しかし、現状としては指導の途中だと考えている。 

話すという点では、自分の意見を積極的に伝えられる児童が多くいる反面、３９名という児童の多さもあり、自分は

発表しなくても良いと割り切って考えてしまう子もいる。そのため、全員が発表する場面を意図的に作ったりするよう

にしてきた。発表に慣れることや発表する楽しさを実感させることで、少しずつ発表に対しての苦手意識を変えようと

している子が出てきている段階である。 

 

 ＜これまでの関わり合い・ひびき合い＞ 

人と関わることが大好きな児童が多くいるため、こちらが言わなくても自分たちで関わろうとする場面が多い。ペ

アやグループでの交流も比較的自然とできる子がいる。ただ、関わり合おうとうす気持ちはあるが、相手意識が乏し

いことも多く見られる。例えば、グループで話し合いをする際、相手の考えを完全に否定するような言動をとってし

まったり、自分勝手な行動をとる児童もいたりする。そのため、相手がどんな気持ちなのか考えて関わろうとする態

度を道徳や係活動、学級活動などを通じて指導をしている。 

また、ひびき合いという点では、国語、社会、理科、総合などを通じて繰り返し話し合う時間を大切にしてきた。

ブロックテーマにもある、『自分の思いも大切にする』という点ではできている子が多いが、自分の考えに固執しすぎ

る部分ともいえる。そのため、『新しい価値観にふれ、自分を再構築する』ような姿が前期はあまり見られなかった。

９月以降、少しずつではあるが、相手の意見を受けて考えを変えたり、自分の意見と相手の意見を合わせて考えを提

案したりするような姿が少しずつ見られるようになってきている。関わり合いにおける『相手意識』というのを大切

にしながら、ひびき合える姿を現在、目指している。 

 

４ 単元と指導について 

 

＜単元について＞ 

飲み物やスープ、海や入浴剤など、物が溶けた水は児童の身の回りに多く存在していて、とても身近なものであ

る。しかし、水に何かが溶けているということを意識して生活している児童は多いとはいえない。それは、「ものがと

ける」という言葉から多くの児童が連想したのが「個体が液体になる現象」で、「水に溶ける現象」を思い浮かべたの

はその後だったことからもうかがえる。また、物が溶けているのか水と混ざっているだけなのかといったことも児童

にとっては曖昧である。 

本単元では、「ア 物が水に溶ける量には限度があること。」「イ 物が水に溶ける量は水の温度や量、溶ける物によ

って違うこと。また、この性質を利用して、溶けている物を取り出すことができること。」「ウ 物が水に溶けても、

水と物とを合わせた重さは変わらないこと。」（小学校学習指導要領 理科編より）について、実際に物を水に溶かして

調べる中でその見方や考え方を養うことがねらいである。 

水に物が溶けるという現象に目を向け、その様子を、条件を整えて実験・観察していく。また、条件を整えて実験

していくことをおさえると共に、ビーカーやアルコールランプなどの器具、ろ過装置の正しい操作方法を理解し、実

験結果を整理する力も身につけていきたい。 

 

 

 

 

 



＜指導について＞ 

導入では、児童が水に溶かしてみたい物を溶かし、「水に物が溶ける」ということを理解してから学習を進めていき

たい。このとき、溶かす物の量は少量にしておくことで、「もっと溶かしたい」「まだ溶けるはず」と物を溶かすことへ

の興味を引き出したい。そうした体験を土台にして生まれる「あれ？」「おや？」といった驚きや疑問を学習問題にし

ていくようにする。これにより、「確かめたい」「調べたい」という思いをもち、予想したことや実験で確かめたことを

伝え合ったり、協働して実験したりする必然性と児童の必要感を大切に学習を進めたい。また、イメージ図を描いて学

習を進めていくことで、自分の考えを整理し、伝え合いの助けとしたい。 

 水に溶ける物の量には限度があることを発見した児童からは、「限度を超えて溶かしたい」という声が上がると考え

る。そのための方法として、経験的に知っている「水の量を増やす」とか「水の温度を上げる」といったことに行き着

く。そして、水の量を２倍にすると、溶ける物の量も２倍になることを確かめ、水の温度を上げても食塩は溶ける量が

ほとんど変わらないこととミョウバンは溶ける量が増えるということに出会う。 

前時でお湯に溶かしたミョウバンの水溶液と食塩の水溶液を見たとき、児童は析出したミョウバンに驚くだろう。こ

の驚きを「何が出てきたのか」「なぜ出てきたのか」「温度が下がって溶けきれなくなった分が出てきたのではないか」

といった疑問や予想につなげたい。その疑問と予想を取り上げ、実際に冷やしてみると、やはりミョウバンが結晶とな

って出てくる様子が分かる。その結果、児童は、ものを溶かした時と同様に「もっと取り出したい。」と考えるだろう。

そこで、児童が解決したい問題として、どうすれば、もっとミョウバンを取り出すことができるかが出てくる。 

児童の予想としては大きく分けると、冷やす方法と熱する方法が出てくると考えている。その際、冷やす方法と熱す

る方法のそれぞれの利点や欠点について、児童は着目しながら話し合うだろう。そして、その冷却や蒸発の実験方法の

有効な点や問題点を伝え合うことで、自分の考えを修正したり、自分の考えを強化したりする姿を「ひびき合い」の姿

としたい。 

本時では、児童の思考は、おそらく冷やすことに集中していく中で、蒸発させる考え方を聞いてどのように変容して

いくのか。また、たとえどちらかの実験方法に意見が片寄ったとしても、その実験方法の中で、より良い実験方法につ

いても焦点化して検討できるように声をかける部分を教師の出所として考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 単元構想  ５年理科  「もののとけ方」 全１４時間 本時１２時間目 

単

元

目

標 

いろいろなものを水に溶かして見いだした問題について、興味・関心をもって追究し、ものの溶ける量

を水の量や温度などの条件に目を向けて調べたり、ものを水に溶かしたときの全体の重さを調べたりする

活動を通して、ものが水に溶けるときの規則性についての考えをもつことができるようにする。 

 

 

 

 

 食塩・コーヒーシュガー・みそ・砂糖・小麦粉・ミョウバンなど 

・かき混ぜるとよく溶けるよ ・濁ってるのと透き通ってるのがあるね 

・塩や砂糖は透明になったよ ・みそは、下の方に何かたまっているよ。 

・時間が経って溶けないのもあるよ ・コーヒーシュガーは透明だけど色がついてるね 

・つぶつぶが残っているのは溶けたっていわないんじゃない。 

・濾過すると溶けていないものを取り出せるんだね   ・温めたらもっと溶けるよ。 

・砂糖、食塩、コーヒーシュガー、ミョウバンが溶けた。 ・もっと溶かしたい  

 

 

 

砂糖・食塩・ミョウバン 

★どれがとけるかわかるようにはかってとかそう。 ・１ｇずついれていけばいい。 

・砂糖はいくらでも溶けるね ・食塩もけっこう溶けるよ 

・でも溶けなくなってきた ・ミョウバンはあんまり溶けないね ・溶け残っちゃった 

・溶ける量には限界があるのかも ・ものによって溶ける量が違うね 

・うちのグループたくさん溶けたよ ・こっちの方が多いよ ・どうすれば比べられるかな 

 

 

 

砂糖・食塩・ミョウバン 

・どうやったら調べられるかな ・重さを量ったらわかるかな  

・濾過すればいいじゃん 

〈重さ〉 

・やっぱり砂糖はたくさん溶けていたね。・食塩は３０ｇくらい溶けたんだ 

・ミョウバンはちょっとだったね ・ものを溶かした分、重くなるんだね 

・ミョウバンをもっと溶かしたい。 ・もっと溶かす方法ないかな ・溶ける限界はあるのかな ・限界突破してみたい。 

 

 

 

食塩・ミョウバン 

・たくさんかき混ぜれば溶けるんじゃないかな。 くだいたらもっととけると思う。 

・もっと水の量を増やせば溶けるんじゃないかな ・水の量を多くすれば同じだけ溶けそうだよね ・お湯で溶かせばもっと溶けそう 

・料理のときとかお湯を使うからね ・いや変わらないでしょ ・温度を変えるなら、水の量は変えちゃいけないね 

・水の量を変えるときは温度を変えちゃだめだね  ※どの方法が最もとかすことができるか？ 

 

 

食塩・ミョウバン 

・水の量を２倍にしたら溶けるものも２倍になったよ 

     ・解けるものの量は水の量に比例するんだね 

くだいたらもっと溶けるのか。⑦ 

・溶けるのは早くなったけれど、溶ける量は同じだったね。 

 

 

 

 

 

食塩・ミョウバン 

・ミョウバンはお湯だとたくさん溶けるよ 

・食塩はお湯でもあんまり変わらないよ 

・温度によって溶ける量が変わるもの

と変わらないものがあるんだ 

 

 

 

 

 

・前時で溶かした砂糖水、食塩
水、ミョウバン水５０ｍLにさ
らに加えて溶かしていく。 

・溶ける量には限度があること
が実感できるように少しずつ
加えるようにする。 

・砂糖は時間で切り、単元の終
わりの学習に残しておく。 

・グループごとに溶かした量を
比べたくなるように声をか
け、「どれくらい溶けたのか」
へのみちすじをつくる。 

いろいろなものをとかしてみたい①②

③ 

・ものを水に溶かしたときの現象
に興味・関心をもち、進んで調
べようとしている。（関） 

もっとたくさん溶かしてみよう③④ 

・水に溶かしてみたいものを持ち寄
り、100mlの水に溶かしてみる。ミ
ョウバンは教師から説明し、示す。 

・溶かすものを予想してから溶かす。 

・濁ったものは濾過して溶けたとはい
えないことを理解できるようにす
る。 

・溶けたものと溶けなかったものを分
類する。 

・ものが水に溶けている様子をイメー
ジ図に表してみる。 

・ものを水に溶かしたときの現
象に興味・関心をもち、進ん
で調べようとしている。（関） 

水の量を増やしたらもっと溶けるのか⑦ 

『水溶液』（溶けるとは） 

①透明になる。 
②ものが全体に広がっている。 
③時間がたっても、とけたものは、
水と分かれない。 

温めたらもっと溶けるのか⑧⑨ 

・電子てんびんやメスシリンダー、温度計などを適切に扱い、水の量や
温度などの条件を制御して実験を行うことができる。（技） 

・実験結果からものによって溶け方が違うことを考察し表現できる。
（思） 

・電子てんびんやアルコールラ
ンプなどを適切に扱い、実験
を行うことができる。（技） 

・溶けたものの質量は保存され
ることがわかる。（知） 

・濾過の実験方法のについて、
基本的なやり方を確認する。
→本時への布石 

何ｇくらい溶けたんだろうか？⑤ 

どうしたらもっととかすことができるか⑤⑥？ 
・ものが水に溶ける量について
予想や仮説をもち、条件に着
目して実験を計画し、表現し
ている。（思） 

・一定の温度の水
100mlに溶ける量と
200mlに溶ける量を
調べる。 

・常温の水と 60℃
の水 50mlに溶
ける量を調べ、
グラフに表す。 

・水溶液はそのま
まとっておく。 

・条件制御をについて抑え、変
える条件とそろえる条件を明
確にして実験を計画できるよ
うにする。 



確かめてみよう⑬⑭ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ミョウバンの水溶液の中に何か出てる！ 

・食塩の方は何も出てきてないよ ・ミョウバンが出てきたんでしょ ・結晶っていうんだよ 

・どうして出てきたんだろう ・温度が下がったからじゃないかな ・時間が経ったからだよ。もっと冷やしたら出るんじゃない。 

◆教師実験で冷却して抽出することを見せる。 

→・やっぱり温度を下げると出てきたね。もっと、みょうばん出せないかな。もう、液体の中にはないんじゃないの？ 

 ・まだ、液体がこんなにあるから、きっと出るよ。 ・溶かす時みたいに、取り出す限界突破やってみようよ。 

  

 

 

 

 

  

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・濾液を限界まで冷やしたらまた結晶が出てきたよ。 

・でも、冷やしすぎると凍ってしまったね。 

・太陽の光で蒸発させたけど、すごく時間がかかって最後まで蒸

発できなかった。 

・コンロで蒸発させたのが一番たくさんミョウバンが出てきた

ね。 

 

 

 

冷却 蒸発 

・限界まで冷やしてみて、もっと出てく

るか確かめたらどうかな。 

・氷の量を増やしてキンキンに冷やす。 

・氷に塩入れると、マイナスまでいける

って前見たことあるよ。 

・ドライアイスで冷やせばいいじゃん。 

△冷やしすぎると液体が凍っちゃうんじ

ゃない。 

△溶ける温度にも限界があるから、冷や

すのにも限界があるんじゃないの。 

・液体を太陽の光にあてて、蒸発させれば

いいんじゃない。 

・蒸発させれば、溶けているかどうかはわ

かるよね 

・白いのが出てきたら溶けてるってことだ

よね 

△太陽の光だと時間がかかるから、 

・じゃあ、カセットコンロで熱したらいい

と思う。 

△ビーカーだと熱するのはあぶないから、

違う容器がいいと思う。→蒸発皿 

数日後（水溶液がさめてか

ら） 何か出てきた！？ 

どうしたらもっとミョウバンを取り出すことができるか？⑪⑫本時 

・根拠を明確にして
話したり、他者の
考えにふれたり
し、自分の予想を
捉え直す。（思） 

・水溶液中に析出した溶質を観察
し、温度の変化や水溶液の定義に
着目して生まれた疑問について予
想をもつことができる。（思） 

・これまで
の学習や
生活経験
から確か
める方法
を考え、
表現して
いる。
〈思〉 

ビーカーの中を見てみよう⑩ 

・予想を確かめ
る方法を個人
で考えた後
で、全体で話
し合い、共有
できるように
する。 

・お互いの意見
の課題や代案
に目を向けら
れるように声
をかける。 

・ミョウバンが析出したビーカ
ーの中を図に表し、イメージ
できるようにする。 

・ミョウバンが出てきたことに
ついて根拠のある考えをもて
るように支援する。 

 

・実験器具を適切に使って実験
することができる。〈技〉 

・実験方法を言葉
やイメージ図に
描き、互いに方
法を理解しやす
いようにする。 



６ 本時について 

 

 

 

７ 実践を終えて 

 

 単元の初めに、「ものを溶かす」という自由試行を大切にして取り組んだ。その上で、子どもたちから出てきた疑問を

元に、単元を組み立てていった。例えば、「もっと溶かしたらどうなるのか？」「温めてみたい。」「水の量を多くしてみ

たい。」など子どもたちの意見を互いに交流しながら、疑問→話し合い→実験→考察→疑問・・・のスパイラルで、単元

全体を組み立てた。 

当初、本時の学習問題は、「どうしたらもっとミョウバンを取り出せるのか」に設定をしていた。しかし、前時におけ

る子どもたちのつぶやきや様子から、子どもたちの疑問の中心は、「どうやったら、水にミョウバンがとけているかを確

かめられるか。」であった。そこで、本時では、当初の予定と学習問題を変えて実践をした。結果的に、子どもたちの疑

問を元にした問題だったからこそ、子どもたちが切実に考えていく、解決したい問題となっていた。 

 子どもたちは本時の中で、互いの意見の相違に注目しながら、意見を伝えていく姿が見られた。「海の水から塩を取り

出すみたいに、温めればいいんじゃない。」「リトマス紙の使い方が分からないんじゃ難しいじゃないの？」「溶けるって

そもそも、見えなくなることだったよね。だから・・・」生活経験や既習の経験や定義をもとに議論をしていく姿は、

今回の研究の成果と言える。 

 その一方で、より深いひびき合いを目指すにあたって、子どもたちにとって議論をする時間が十分あったとは言えな

いという課題も協議の中で出てきた。もちろんただ長い時間話し合えば良いとは言えないが、本時の場合、授業終了後

も子どもたちは黒板の前に集まり話し合ったり、「先生、もう少し時間がほしかった。」と伝えに来たり、より追究する

ことを望む子供の姿があった。その点から考えて、発表の時間を前時に行い、本時は話し合いの時間だけにしぼる方法

もあったように思う。一概にこれが良いと言えないのは、支援が必要とする子にとって４５分間の議論は、辛い部分が

あることだろう。この部分を考慮しながら、より探求的に取り組める時間的なマネジメントについても考えていきた

い。 

 

 


